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特集｜大中口径管路の非開削修繕・更生技術〈安全性，品質を確保したパルテム・フローリング工法〉

はじめに1 .
　ライフラインの整備が進む一方で，埋設されてから
期間が経過した下水管きょは，自動車荷重の増大や地
盤沈下，地震による構造機能の低下はもとより，長期
使用による既設管の経年劣化によって，事故やトラブ
ルが多数発生するようになってきています。また，既
設コンクリート管の中性化に起因すると考えられる鉄
筋腐食による強度低下が，道路陥没事故等の要因と
なっており，特に中・大口径管きょは，社会環境に及
ぼす影響が大きいため，より早急な対策が必要になっ
てきています。
　こうした状況において，中・大口径管きょの老朽化
対策の一つとして都市部での適用が有効な製管工法が
注目されていますが，施工の際には管きょ内に人が
入って作業することが避けられないため，高い安全性
が求められます。
　また，製管工法は更生材料を現場にて加工し，完成
品を構築するものであるため，現場での品質管理が重
要です。その中でも出来形管理において，更生管厚み
の測定は重要な要素の一つとなります。
　ここでは，パルテム・フローリング工法の需要が高
い大口径の施工実績の中で，安全性と品質の確保につ
いての事例を交えて紹介します。

工法の概要2 .
　パルテム・フローリング工法は，既設管きょ内に人
が入り，人力で組み立てた鋼製リングに，高密度ポリ
エチレン製のかん合部材と表面部材を管軸方向に組み
付け，既設管と表面部材との間に充填材を充填するこ
とにより，既設管きょを更生します。
　更生管の構造図を図−1に示します。

2−1　工法の適用範囲
　パルテム・フローリング工法の標準適用範囲を表−
1に示します。
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図−1　更生管の構造図


